
へ耐

（8〕昭和55年3月15日とさカ》な第23号

農
村
文
学
と
俳
旬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
村
　
　
春

『
俳
句
は
吾
國
特
有
の
文
學
と

し
て
古
來
よ
り
傳
わ
り
、
短
文

に
し
て
そ
の
親
野
の
廣
．
き
こ
と

康
則
と
し
て
十
七
文
字
に
限
定

さ
れ
た
中
で
、
森
羅
万
象
を
最

大
限
に
取
り
入
れ
、
個
性
を
生

か
し
た
表
現
方
法
に
よ
り
、
自

’
由
に
誰
で
も
何
嘘
で
も
容
易
に

出
来
る
。

　
其
の
中
に
含
ま
れ
た
も
の
、

叉
句
を
通
じ
て
蓮
想
さ
れ
る
風

景
、
人
物
等
簡
潔
に
し
て
卒
直

で
あ
つ
て
、
奥
の
深
い
丈
學
は

俳
句
以
外
に
其
の
類
を
み
な

い
コ
古
來
よ
り
農
村
出
の
俳
八

・
が
如
何
に
多
い
か
は
各
位
が
す

で
に
御
承
知
の
通
り
で
あ
る
。

　
■
農
村
俳
人
の
代
表
者
と
し
て

　
一
茶
あ
り
、
彼
の
句
の
中
に
一

番
重
点
的
に
取
り
上
げ
て
あ
る

の
は
農
で
あ
る
、
外
に
如
何
な

る
山
村
と
云
え
ど
も
．
俳
句
を

か
い
さ
ぬ
古
老
は
少
な
い
。

　
肺
社
の
献
灯
に
、
献
額
に
俳

句
を
見
な
い
榊
杜
は
極
め
て
少

な
い
。
そ
れ
程
農
村
に
愛
さ
れ

・
親
ま
，
れ
て
い
る
俳
句
で
あ
る
が

そ
れ
だ
け
に
難
か
し
さ
も
あ

．
乃
。
原
則
と
し
て
文
字
を
十
七

字
に
限
定
す
る
。
俳
句
で
あ
る

、
以
上
宥
夏
秋
冬
い
わ
ゆ
る
季
を

は
っ
き
レ
織
り
込
む
事
は
絶
封

條
件
で
あ
る
。

雷

　
私
は
文
化
祭
の
出
品
句
を
拝

見
致
し
ま
し
て
、
吾
が
中
里
村

程
俳
人
の
揃
つ
て
居
る
庭
は
余

り
見
受
け
ら
れ
な
い
。

　
貝
野
地
匠
に
は
古
來
よ
り
秀

句
を
襲
表
し
て
い
る
俳
人
が
非

常
に
多
い
。
又
田
中
の
泉
月
師

等
も
秀
句
を
激
多
く
残
し
、
私

達
後
輩
に
よ
き
手
本
を
残
さ
れ

た
事
は
う
れ
し
い
。

　
土
倉
に
慶
村
先
生
を
中
心
と

し
た
グ
ル
ー
ブ
が
育
成
さ
れ
、

毎
年
の
文
化
祭
に
健
吟
を
寄
せ

ら
れ
る
こ
と
は
心
強
い
次
第
で

訪
る
。
只
俳
句
愛
好
考
の
聲
を

聞
く
に
、
現
代
の
俳
句
は
表
現

方
法
が
攣
り
、
取
り
つ
き
に
く

い
と
の
聲
を
聞
く
。
私
も
同
感

で
あ
る
。

　
古
來
よ
り
當
地
方
は
ほ
と
』

ぎ
す
派
が
多
く
普
及
さ
れ
て
い

る
關
係
で
、
や
よ
古
い
型
は
あ

る
が
、
何
も
人
眞
似
す
る
必
要

は
な
い
、
古
い
中
に
個
性
を
生

か
し
て
行
く
事
が
出
來
れ
ば
充

分
と
考
え
て
い
る
。

　
然
し
乍
ら
俳
句
と
い
え
ど
も

時
勢
の
流
れ
に
逆
行
し
て
よ
い

筈
は
な
い
．
古
典
文
学
に
も
斬

新
味
を
加
え
る
こ
と
は
是
非
共

必
要
響
め
る
。
へ
眞
似
せ
す
に

自
分
は
自
分
と
し
て
の
個
性
を

生
か
し
、
斬
新
味
．
南
．
加
え
る
檬

心
掛
け
る
な
ら
ば
至
難
で
は
な

い
。　
幸
い
当
地
に
は
日
俳
中
里
支

部
あ
り
、
井
ノ
川
桂
仙
師
を
長

と
す
る
グ
ル
，
プ
が
あ
る
。
も

し
遠
近
に
拘
わ
ら
す
、
皆
檬
の

お
招
き
あ
ら
ば
何
時
で
も
参
上
．

お
話
相
手
に
な
る
事
を
嬉
ん
で

冷
約
束
致
し
ま
す
。

　
老
年
組
の
楽
し
み
に
、
中
肚

年
組
の
親
睦
に
．
青
年
婦
人
の

サ
ー
ク
ル
活
動
の
一
環
に
、
俳

句
こ
そ
最
も
親
し
み
易
い
農
村

向
の
文
學
で
あ
る
と
確
信
致
し

ま
す
の
で
、
廣
く
愛
好
者
各
位

に
お
す
』
め
し
た
い
。
叉
私
達

の
グ
ル
ー
ブ
に
入
会
御
希
望
の

方
が
あ
り
ま
し
た
ら
御
一
報
下

さ
れ
ば
参
上
し
、
御
詮
明
申
上

げ
ま
す
。
宛
先
は
中
里
村
桂
井

　轍纏
　§

◆

ノ
川
桂
仙
師
宛
に
願
い
ま
す
．

　
三
十
年
を
一
日
に
ダ
ム
守
り

　
み
そ
と
せ
　
　
　
ひ
と
ひ

　
牡
丹
雪

　
句
座
和
む
友
も
法
衣
を
横
に

　
置
く

蔭燐

日
俳
中
里
支
部

　
　
　
泉
　
　
芳

公
民
舘
図
書
に

　
つ
い
て

　
中
里
村
公
民
舘
図
書
の
現
有

冊
激
は
、
約
二
千
三
百
冊
で
あ

る
。
　
一
日
貸
出
冊
数
は
年
間
李

均
し
て
三
十
六
冊
で
あ
る
か
ら

二
五
二
冊
の
本
が
毎
日
村
内
の

何
庭
か
で
讃
ま
れ
て
い
る
勘
定

で
あ
る
が
、
そ
の
讃
書
暦
は
二

十
代
が
一
番
多
く
八
○
％
を
し

め
、
次
に
十
代
三
十
代
の
順
ど

な
り
、
四
十
代
以
上
に
な
る
と

ほ
と
ん
ど
讃
ん
で
い
な
い
。

　
　
　
◆
7

銀
盤
歩
す
妙
高
瑞
氣
滋
る

雲
野
原
一
筋
な
げ
て
大
信
濃

一
　
　
　
　
　
　
桂
　
　
仙

｝
山
壁
の
木
魂
春
を
歌
い
初
む

寒
月
は
傾
き
臭
の
聲
妖
し

　
　
　
　
　
　
　
　
秋
　
　
陽

｝
目
に
隈
の
母
に
柵
火
の
つ
れ
な
濾
に
集
ふ
覗
線
を
盗
む
隙
間
風

㎝
く
て
二
房
が
朱
を
振
る
園
の
實
甫
天
葺
が
り
や
一
の
字
引
い
て
飛
行

　
　
　
　
　
　
　
　
一
．
聲

一
老
い
給
う
て
位
牌
に
物
云
う
春

彼
岸
ほ
ろ
酵
の
ほ
ほ
う
つ
風
や
春
淺

し
　
　
　
　
　
　
春
　
　
雷

軒
だ
れ
も
終
日
春
の
譜
を
奏
で

如
月
や
月
踏
み
埣
き
徒
労
の
途

　
　
　
　
　
　
　
　
紫
　
　
江

山
茶
花
の
七
八
ッ
嘆
け
り
稻
名

寺北
條
が
古
墳
い
づ
こ
ぞ
海
苔
拾

い
　
　
　
　
　
　
　
峰
　
　
月

懸
知
り
て
詩
情
温
む
春
の
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
　
　
花

雲朝
茜
紅
葉
に
映
え
て
峰
近
し

　
小
読
類
が
多
く
讃
ま
れ
る
の

は
何
威
の
図
書
室
で
も
同
じ
傾

向
の
よ
う
で
あ
る
が
、
農
業
図

書
の
利
用
率
は
わ
す
か
に
四
％

敏
養
図
書
は
十
七
％
に
過
ぎ
な

い
。
新
農
村
建
設
、
新
し
い
村

づ
く
り
等
汝
と
叫
ば
れ
て
い
る

今
日
一
寸
淋
し
い
感
が
す
る
。

　
小
読
に
つ
い
て
も
、
い
わ
ゆ

る
肩
の
こ
ら
な
い
も
の
が
多
く

讃
ま
れ
が
ち
で
あ
る
。
ま
あ
一

日
の
疲
れ
を
癒
す
意
味
に
お
い

て
讃
む
の
で
あ
る
な
ら
ぽ
別
に

悪
く
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
二

十
代
の
青
年
と
し
て
は
も
つ
と

良
書
を
選
揮
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
。

　
一
生
の
中
讃
書
に
許
さ
れ
る

．
時
期
は
A
そ
し
て
時
間
は
實
に

わ
す
か
で
あ
る
。
こ
φ
こ
と
一

つ
考
え
た
穿
け
で
も
娯
楽
物
ぱ

か
り
追
う
こ
と
が
許
さ
れ
な
い

噌
こ
と
に
氣
付
か
ね
ば
な
ら
な
い

と
思
ろ
。

　
又
四
十
代
以
上
の
人
等
は
若

一
い
者
を
知
る
上
に
も
肚
會
の
傾

向
を
知
る
上
に
も
公
民
舘
の
図

書
室
を
利
用
し
て
ほ
し
、
い
。

の
ど
の
痛
い
人
、
せ
き

の
出
る
人
へ

當
て
て
語
り
ま
す
と
、

｝
で
の
ど
の
痛
み
や
せ
き
は
な
お

一
る
鱈
諮
ぎ
邊
な

　
野
茱
の
ね
ぎ
を
僥
い
て
手
拭

い
か
ガ
ー
ゼ
に
包
ん
で
の
ど
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
晩
位

る
の
で
、
三
本
位
が
よ
い
と
き

い
て
お
り
ま
す
た
め
し
て
下
さ

い
。　
三
行
知
識

　
醤
油
の
カ
ビ
を
防
ぐ
に
は
醤

油
一
升
に
焼
酎
を
さ
か
す
き
に

牛
分
ほ
ど
入
れ
て
お
く
と
よ
い

自
衛
官
募
集
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

．
募
集
要
項
　
　
　
　
　
孝

①
聯
難
麹

　
　
用
人
員
は
檜
加
す
る
こ
と

　
　
が
あ
り
ま
す
）

　
②
受
付
期
間

　
　
三
月
一
日
か
ら
四
月
十
五

　
　
日
ま
で

　
③
鷹
募
資
格

　
　
三
十
三
年
六
月
一
日
現
在

　
　
年
令
十
八
歳
以
上
二
十
五

　
　
歳
未
満
の
者

　
　
學
力
　
中
學
卒
業
程
度

　
④
採
用
試
験

　
　
四
月
二
十
五
日
～
五
月
十

　
　
一
日
ま
で
の
う
ち
一
日

　
　
試
験
内
箸
筆
記
、
口
述
、

　
　
身
体
検
査

　
⑤
試
験
場
所
　
長
岡

　
⑤
入
隊

　
　
陸
上
　
三
十
三
年
六
月
下

　
　
旬
　
海
上
　
〃
七
月
上
旬

　
　
航
空
　
七
月
、
八
月
、
九

　
　
の
各
上
旬

　
ω
詳
細
は
中
里
村
役
場
係
に

　
　
問
合
せ
下
嘉
．
」

昭和55年．5月15日とさ
勾挨な

　
舘
　
．
肚

所
民
所
聞

行
公
刷
新

　
村
　
町

発
里
印
日

　
中
　
＋

昭
和
三
十
三
年
度
豫
算
成
立

　
　
　
一
般
会
計
三
九
、
四
七
三
、
八
○
○
円

　
　
特
別
会
計
一
一
、
九
五
五
、
四
七
八
円

高構村長

　
　
　
中
里
村
昭
和
三
十
三
年
度
一

　
　
般
會
計
経
常
予
算
及
國
民
健
康

　
　
保
瞼
特
別
會
計
予
算
ぱ
、
去
る

　
　
十
日
よ
り
開
か
れ
た
定
例
村
議

　
．
会
に
冷
い
て
原
案
通
り
決
定
さ

　
　
れ
た
。
こ
れ
が
内
容
ぱ
別
掲
の

　
　
通
り
で
あ
る
が
、
村
長
ぽ
提
案

　
　
に
当
つ
て
、
昭
和
三
十
三
年
度

　

の
予
算
編
成
事
情
と
次
の
如
き

　
　
　
「
施
政
の
方
針
」
を
明
ら
か
に

　
　
　
’
．
村
民
の
協
力
を
求
め
た
。

　
　
◇
　
　
方
針

　
　
　
就
任
日
な
お
淺
く
、
村
勢
に

　
　
つ
い
て
充
分
な
研
究
と
掌
握
が

　
　
出
來
す
、
こ
」
に
申
上
げ
る
適

　
　
　
　
ノ

　
　
賞
な
る
施
政
方
針
を
申
し
上
げ

　
　
ち
れ
な
い
こ
と
を
冒
頭
率
直
に

　
　
む
詫
ぴ
申
し
上
げ
ま
す
。

号郎第おく か

　
　
　
ヘ
ツ
リ

　
縣
道
田
代
－
越
後
田
沢
停
車

場
線
の
通
称
ヘ
ツ
ツ
リ
に
、
縣

・
軍
事
業
と
し
て
雪
中
燧
道
が
三

　
に
む
い
て
開
さ
く
さ
れ
る
こ

十
三
　
　
に
な
つ
た
。

　
計
画
に
よ
れ
ば
総
工
費
約
四

百
万
圓
で
、
中
三
分
の
一
が
地 に

雪
中
燧
道

　
現
在
私
が
考
え
て
い
る
事
は

非
常
に
多
い
が
、

こ
れ
が
解
決

運
行
に
は
油
と
い
う
経
費
が
伴

う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
余

り
に
も
財
源
に
乏
し
く
、
随
つ

て
到
底
村
民
の
各
位
に
御
満
足

を
得
る
よ
う
な
事
業
が
出
來
な

『い
現
況
に
あ
る
こ
と
を
非
常
に

残
念
に
思
つ
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決

に
當
つ
て
は
、
小
さ
な
問
題
は

犠
牲
に
せ
ね
ば
な
ら
す
、
か
と

い
つ
て
そ
の
大
き
な
問
題
が
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
く
、

村
民
各
位
の
計
書
さ
れ

の
見
透
し
の
つ
い
て
い
る
も
の
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

で
も
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
私
は
即
効
果
を
見
ら
れ
る
よ

　
し
か
し
乍
ら
、
こ
れ
ら
の
こ
う
な
問
題
で
な
く
、
將
來
村
が

と
は
何
時
で
も
取
組
む
体
勢
に
襲
展
し
、
幸
福
を
招
來
す
る
よ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
う
な
仕
事
を
考
え
て
や
つ
て
い

い
ま
す
。
そ
の
中
に
お
い
て
も
．
き
た
い
。

先
す
ど
う
し
て
も
實
行
し
な
け
　
　
又
御
注
文
を
受
け
て
い
る
諸

れ
ば
な
ち
な
い
こ
と
が
あ
る
が
問
題
に
つ
い
て
も
今
即
刻
と
い

こ
れ
ら
は
何
れ
も
村
長
で
あ
る
．
う
課
に
ば
い
か
な
い
が
、
逐
次

私
が
考
え
、
計
薔
し
た
も
の
で
．
一
歩
汝
女
實
行
に
移
し
て
い
き

元
負
捲
で
延
長
百
三
＋
米
（
サ

サ
リ
沢
か
ら
大
樽
澤
間
）
巾
一

・
八
米
、
、
高
さ
二
米
と
な
つ
て

い
る
。

　
こ
の
工
事
が
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
よ
つ
て
、
現
在
冬
期
間
川

原
新
田
を
通
じ
て
の
仮
設
道
路

の
必
要
が
な
く

な
り
、
交
通
の

安
全
が
期
さ
れ

r
る
こ
と
に
な
る

謹
で
あ
る
。

　
な
お
今
日
冬
・

期
間
と
い
え
ど

も
、
交
通
不
能

な
道
路
が
存
在

し
て
い
た
と
い

う
こ
と
ぱ
、
当

局
も
全
国
的
に

も
な
い
こ
と
で

あ
る
と
、
驚
い

て
い
る
。

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇
昭
和
三
十
三
度
年
の
予

　
算
編
成
に
あ
た
つ
て

　
昭
和
三
十
三
年
度
の
予
算
編

成
に
当
つ
て
ぱ
、
先
す
歳
入
面

か
ら
検
討
す
る
に
、
大
規
模
償

却
資
産
税
ρ
牧
は
あ
る
が
、

他
方
地
方
交
　
税
の
壇
牧
を
見

込
み
、
そ
の
　
あ
ら
ゆ
る
税
牧

等
を
見
込
ん
で
　
う
や
ら
本
年

度
程
度
の
牧
入
額
を
把
握
し
、

歳
入
合
計
三
九
、
O
O
萬
圓
を

得
る
に
至
り
ま
し
た
。

　
一
方
歳
出
面
に
お
い
て
は
、

住
民
に
封
す
る
サ
ー
ビ
ス
的
、

建
設
的
な
事
業
は
山
積
し
て
お

り
、
然
も
本
年
度
は
貝
野
小
学

校
屋
内
体
操
場
の
改
築
及
び
十

二
線
開
さ
く
費
等
多
額
の
出
費

を
要
す
る
事
業
が
あ
り
ま
し
て

経
常
的
な
費
目
或
は
義
務
づ
け

ら
れ
た
費
目
を
極
度
に
節
減
し

て
も
到
底
大
方
の
村
民
が
満
足

す
る
よ
う
な
事
業
を
計
薔
し
、

実
施
す
る
段
階
に
至
ら
な
か
つ

十
一

た
こ
と
を
甚
だ
残
念
に
思
つ
て

居
り
ま
す
。

　
然
し
乍
ら
、
歳
入
の
枠
内
に

於
い
て
最
も
重
点
的
に
、
効
果

一
的
に
考
究
し
て
、
予
算
の
配
分

を
致
し
た
心
算
で
あ
り
ま
す
。

　
な
む
本
年
度
予
算
に
計
上
出

來
ざ
，
る
取
残
さ
れ
た
激
多
く
の

’
案
件
泄
御
座
い
ま
す
が
、
こ
れ

［
ら
の
諸
問
題
は
方
針
に
の
べ
た

通
り
で
御
座
居
ま
す
の
で
何
卒

村
民
各
位
の
御
協
力
を
賜
わ
ら

ん
こ
と
を
お
願
い
す
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

一
峠
に
有
料
道
路

　
　
　
　
四
月
頃
調
査
団

　
鈴
木
副
知
事
は
五
日
東
京
か

ら
蹄
り
、
　
「
石
打
、
角
間
間
八

キ
・
の
い
わ
ゆ
る
＋
二
峠
に
道

路
公
團
が
有
料
道
路
を
つ
く
る

た
め
、
近
く
調
査
團
を
派
遣
す

る
と
の
こ
と
だ
」
と
語
つ
た
と

六
日
の
東
京
新
聞
に
一
齊
に
大

一
き
く
取
り
上
げ
て
い
た
。

　
こ
の
道
路
が
出
來
る
と
、
東

京
ー
直
江
津
、
東
京
－
柏
崎
の

コ
ー
ス
が
長
野
回
り
と
い
う
面

倒
な
コ
ー
ス
の
必
要
が
な
く
な

り
、
今
ま
で
の
東
京
ー
長
野
ー

高
田
－
新
潟
コ
ー
ス
で
二
十
時

間
、
東
京
ー
長
野
－
十
日
町
－

新
潟
間
が
十
七
時
間
か
』
つ
た

も
の
が
八
時
間
に
短
縮
さ
れ
る

と
い
う
も
の
。
同
副
知
事
は
去

る
三
日
東
京
で
、
岸
道
路
公
團

総
裁
と
会
い
、
こ
の
話
を
ま
と

め
て
來
た
も
の
で
、
岸
総
裁
は

四
月
頃
調
査
團
を
來
県
さ
せ
る

，
旨
確
約
し
た
と
い
ろ
．

　
総
工
費
は
三
億
圓
か
』
る
と

い
わ
れ
る
。

子
供
の
シ
ミ
，
渡
り
に
注

意
し
て
下
さ
い

集
会
の
時
間
を
守
ろ
荻
．

7
！
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予算馴器鼎す
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款
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費
費
費
費
費
費
一
．
賀
費
費
費
費
費
金
費

　
　
　
　
　
窒

　
　
　
　
　
響
濟
　
　
出

会
場
防
木
育
彷
衛
維
毒
計
畢
債
　
備
卜

｝
　
　
　
　
　
労
　
　
　
　
　
　
　
　
、
一
、
、
”

　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
支

　
　
　
　
　
及
瞼
業

　
　
　
　
　
会

㎜
議
役
消
土
教
砒
保
産
財
統
選
公
諸
予

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
】
2
3
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1

税
税
人
金
料
金
金
金
金
入

　
　
改
し
｝
女

　
　
』
・
ヂ
ー
髪

　
　
奉
～
　
璃

　
　
狂
曳
手
と
出

　
　
目
ハ
ィ
♪

　
付
及
及
及
支
　
附
越
牧

轡
饗

付
交
公
分
使
國
県
寄
繰
維

、
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
］

険保康健

　1．001，

国　民

　　　　　　　　　　　　39，473，8隻）0、

〔特別会計〕中里村
5
曾
『
，
：

『
　
　
富

勘　 定（直螢診療所）

　　歳　　　　　出

1診療所費i1，71】，00（1

2螢繕費　26。500
3医療　用￥？、　　586，600

4公　債　費1　45，000
5諸支出金1　26，600
6予　備　費1　16，300

　　計　i2，412，000

設
入

施

歳

1診療敢入…工368y伽
2一部負担金1　495，0〔）0
3使用手激料i　　1，000
4繰　入　金1　350，000
5繰　越　金i　　1，000
6雑　牧　入1　97，000
　　　　　1

　　－　　1
　　計　　i2，412，000

定謁』
一』」しρ・

芽　　一　　ロ　　
　　、

事

　　入　　「　歳　　　　　　幽

6，245，㈹1役場費　883丁｛38プ
　875，8982保瞼給付費7，197，572
　　　】，1、旧1．1－3保瞼施設費．867，019
　　　7，｛；00 4財。産費　　1，000
3，040，9りOl5公債費　　5，UOO
　　　　　　1、6諸支出金　379．500
　350，（夕0017予備費20｛），000
　　　　　　11

　　23，（178i

9，543，4781　計　　9，543，478

歳

1保険税
2一部負担金

3財産牧入
4乎　轍　料
5国庫支出金

6縣支出金
7繰入金村費

8繰越　金
9稚・牧　入

　
表
に
み
る
通
り
昭
和
三
十
三
一
朋
倉
－
十
日
町
線
の
改
修
、
桔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

年
度
の
各
會
計
予
算
は
㍉
　
一
般
㎜
梗
原
線
及
び
荒
屋
－
停
車
場
線

会
計
三
千
九
百
四
十
七
万
三
千
δ
砂
利
敷
、
田
中
ー
上
山
線

余
圓
で
、
こ
れ
に
特
別
會
計
国
［
（
騨
通
り
か
ち
稚
寮
飼
育
所
前

民
健
康
保
瞼
の
事
業
勘
定
分
九
｝
を
通
す
る
）
璽
地
－
小
出
線
、

百
五
西
万
三
千
禽
嚢
鑑
山
羨
の
蓬
橋
梁
で

勘
定
分
二
百
四
十
一
萬
二
千
圓
｝
は
田
所
橋
、
清
津
峡
橋
（
瀬
戸

合
計
五
千
百
四
十
二
万
九
千
余
一
口
）
の
改
修
、
釜
川
橋
、
姥
子

圓
と
な
り
、
本
年
度
よ
り
七
百
㎜
沢
橋
、
堂
の
澤
橋
の
修
理
が
上

二
十
二
万
六
千
余
圓
檜
と
な
つ
｝
げ
ら
れ
て
い
る
。
　
（
敏
育
）
關

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
係
で
は
、
今
秋
郡
市
就
會
敏
育

翫
懸
船
響
紡
椴
盃
準
躰
臨
磐
麟
羅

圓
の
整
な
つ
浜
垂
禦
緊
寡
馨
冬
期
男
月

付
税
に
為
い
て
率
の
改
訂
を
見
㎜
間
使
丁
の
常
雇
、
肚
會
教
育
に

込
剃
こ
れ
に
よ
る
壇
百
二
十
｝
お
い
て
映
鴇
機
新
規
購
入
、
郷

万
圓
、
そ
の
他
國
県
の
支
出
金
、
土
室
の
設
置
が
上
げ
ら
れ
（
民

醸
惚
噂
幽
嫁
郵
｝

r
藁
毒
若
干
窪
の
部
違
従
養
舘

［年
度
よ
り
多
く
見
込
ん
で
い
る
で
行
つ
て
い
た
敬
老
会
を
上
げ

丈
で
、
全
く
手
堅
い
兇
込
み
で
一
（
保
健
衛
生
）
に
お
い
て
は
、

』
｝
あ
る
。
反
面
歳
出
の
部
で
は
、
、
傅
染
病
舎
の
便
所
改
造
、
成
入

編
華
雛
瓢
懇
離
醗
探
噛
す
蕪
欝

｝
み
（
役
場
）
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
濟
）
で
は
、
芋
澤
か
ら
通
り
山

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
遥

一
が
人
件
費
と
消
耗
品
に
よ
つ
て
、
に
か
け
て
三
六
一
町
歩
の
ゴ
麺

［
し
め
ら
れ
て
い
る
9
　
又
（
泊
㎜
調
査
の
實
施
、
宮
中
地
匠
の
農

一
防
）
で
は
可
搬
式
ボ
ン
ブ
を
二
地
交
換
分
合
を
行
う
外
に
、
探

｝
台
購
入
し
、
田
澤
、
貝
野
に
配
…
種
圃
、
共
同
雷
代
設
置
、
4
H

㎜
置
す
る
の
外
、
火
の
見
櫓
一
基

ク
ラ
ブ
補
助
、
品
評
會
、
展
示

㎜
を
倉
俣
膜
治
防
網
水
池
を
五
圃
・
産
米
改
良
・
病
虫
害
防
除

一
ヵ
所
塘
設
す
る
計
謁
で
あ
る
。
　
農
村
副
業
・
各
種
借
入
金
利
子

　
（
土
木
）
に
お
い
て
は
道
路
で
…
補
給
、
農
道
橋
梁
補
助
、
役
牛

十
二
線
の
開
さ
く
及
ぴ
改
修
、
｝
緬
羊
導
入
利
子
補
給
、
種
山
羊

導
入
、
牧
草
改
良
、
稚
蚕
飼
育

共
同
施
設
費
、
同
奨
鋤
費
う
伺

桑
園
管
理
費
、
蚕
病
予
防
費
『

予
備
蚕
兇
施
晒
爽
教
育
情
報
講

習
㍉
木
茨
改
良
、
種
苗
改
良
『
．

同
組
合
補
助
、
商
工
会
補
助
等

全
く
万
遍
な
き
補
助
金
に
よ
づ

て
し
め
ら
れ
て
い
る
。
　
（
選

畢
）
で
は
」
衆
議
院
講
員
、
最

高
裁
判
官
國
民
審
盗
を
予
定
し

（
そ
の
他
）
負
櫓
金
で
、
貝
野

小
學
校
屋
休
の
改
築
を
見
込
み

（
繰
出
金
）
に
お
い
て
、
国
保

會
計
に
百
万
圓
、
公
債
償
還
に

約
百
十
萬
圓
も
あ
り
、
多
方
面

に
亘
る
補
助
金
等
は
鉦
凌
今
後

範
園
が
廣
く
な
る
で
あ
ろ
う
し

そ
れ
丈
伴
わ
な
い
予
算
措
置
に

不
満
の
範
團
も
贋
く
な
る
こ
と

は
必
至
で
あ
る
。

　
才
入
財
源
の
六
〇
％
余
を
大

企
業
、
交
付
税
に
頼
つ
て
い
る

わ
が
村
と
し
て
．
こ
の
ま
、
の

推
移
は
許
さ
れ
す
正
に
曲
り
角

に
立
た
さ
れ
た
と
い
つ
て
よ
か

ろ
う
。

　
如
何
に
当
局
が
そ
れ
を
考
え

『
て
い
て
も
、
村
民
全
体
の
協
力

㎜
が
な
け
れ
ば
出
來
な
い
こ
と
で

振
有
隼
み
ん
な
が
目
箸

一
の
利
や
面
子
を
捨
て
、
大
局
的

な
兇
地
か
ら
眞
け
ん
に
こ
の
機

会
に
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら

一
な
い
．
這
～
函
議

火

の

用

’亡・

昭和53年3。月朽日とさカ》な第25号⑧

早
播
早
植
重
点

ン

，今年の稲作

高
　
井

　
稻
作
を
豊
凶
何
れ
か

に
引
つ
か
き
廻
す
の
が

天
氣
の
「
イ
タ
ズ
ラ
」
で

あ
る
。
こ
の
「
イ
タ
ズ

ラ
」
を
封
じ
込
め
る
手

は
な
い
も
の
だ
ろ
う

か
。
こ
ん
な
「
ネ
ラ
イ
」

カ
ら
登
場
し
た
の
が
氣
象
改
良

分
り
易
く
い
う
と
、
僅
か
で
は

あ
る
が
、
天
氣
を
か
え
る
や
り

方
だ
。
そ
の
一
つ
と
し
て
今
脚

光
を
浴
び
早
冷
害
を
防
止
し
て
．

い
る
早
播
早
植
だ
。

　
稻
作
の
現
状
は

　
雪
消
え
と
共
に
一
齊
に
あ
ら
．

ゆ
る
作
業
が
か
ら
み
あ
つ
て
適

期
作
業
の
出
來
な
く
な
る
の
は

例
年
の
よ
う
で
あ
る
ρ
從
つ
て

稻
作
初
期
の
運
命
を
支
配
す
る

播
種
が
遅
れ
勝
ち
と
な
り
、
田

植
や
其
の
後
の
管
理
も
適
期
に

出
來
な
く
な
る
こ
と
が
多
い
。

叉
水
苗
代
の
経
験
は
米
作
始
ま

つ
て
以
來
で
あ
る
が
、
天
候
に

左
右
さ
れ
依
然
と
し
て
苗
腐

病
、
鵜
軸
環
表
土
剥
離
等
の
病
一

害
障
害
が
震
生
し
て
、
苗
質
の

不
良
や
苗
不
足
を
ひ
き
起
す
原

因
と
な
つ
て
い
る
ば
か
り
か
、

早
植
す
る
た
め
の
早
播
が
不
能

に
な
つ
て
い
る
。
本
田
で
ぱ
活

着
不
良
で
初
期
生
育
悪
く
生
育
・

遅
延
し
有
効
茎
確
保
が
遅
れ
、

技

市濤

早
冷
害
を
受
け
易
く
低
牧
不
安

定
で
あ
る
。
こ
の
爲
生
産
力
の

高
い
健
苗
を
早
期
の
適
期
に
田

植
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
低
温

時
に
榮
養
生
長
を
な
さ
し
め
病

害
障
害
を
回
避
し
、
高
温
時
に

生
殖
生
長
を
さ
せ
早
く
訪
れ
る

．
秋
冷
害
を
防
止
し
、
低
位
生
産

－
を
解
消
安
定
檜
牧
が
出
來
る
の

で
、
何
を
お
い
て
も
早
播
早
植

が
最
重
要
と
な
つ
て
く
る
。

　
苗
代
計
書
は
播
種
期
を
中
心

に
先
す
田
植
期
を
い
つ
に
す
る

か
に
よ
つ
て
、
播
種
期
を
決
定

し
作
業
計
書
を
立
て
る
こ
と
が

■
大
切
に
な
つ
て
く
る
。
保
温
折

哀
苗
代
に
よ
る
早
播
早
植
を
中

芭
除浬
雑
草
除
去
五

　
…
病
虫
審
防
除
五
、

借
追
　
　
肥
喚

田

心
と
し
た
例
を
示
せ
ば
左
表
の

通
り
で
あ
る
。

　
苗
代
例
の
実
行
方
法
’

㈲
苗
代
面
積
n
反
当
十
坪
以
上

に
す
る
。

㈲
塩
水
選
け
比
重
ウ
ル
一

〇
～
三
三
、

～
一
●
一
〇
と
す
る
。

一
要
量
水
一
斗
に
封
し
ウ
ル
の
場

合
一
、
三
〇
〇
奨

○
匁
位
と
す
る
。

㊦
浸
種
に
七
日
間
位
揖
氏
十
五

度
位
の
温
湯
に
余
裕
の
あ
る
大

袋
に
種
籾
を
入
れ
て
浸
漬
す

る
。口
漕
毒
闘
ル
ベ
・
ン
十
錠
を
水

一
斗
に
溶
か
し
種
籾
を
五
～
八

時
間
浸
漬
す
る
。

面
で
も
よ
い
）

｝
㈲
催
芽
旺
入
浴
後
の
風
呂
あ
と

一
に
二
～
三
夜
入
れ
て
一
分
程
度

　被俘　　　　　目
紙覆り肥芽毒種選
四四四四四四四四
’’’’’”月
二一一一一一四四實
三五一一二一～日
　　～～～　四　行
　　四四四　

ら

　　’”　 一　期
　　一一一　〇
　　四二四　　　日

五
～
五
、
一
五

一
五
一
と
五
噛
一
三

植
五
、
二
〇

ば
左
表
の

”
方
法
ノ

＋
坪
以
上

ル
一
・
一

テ
丁
○
八

。
塩
の
必

ウ
ル
の
場

モ
チ
八
○

・
揖
氏
＋
五

の
あ
る
大

て
浸
漬
す

十
錠
を
水

F
を
五
～
八

他
の
水
銀

風
呂
あ
と

一
分
程
度

苗
　
代
　
別

田
植
の
適
期

田
植
を
初
め
て

よ
い
時
期

植
初
め
て
よ
い

温
度

水
　
苗
　
代

保
温
折
衷
苗
代

簡
易
折
衷
苗
代

ビ
ニ
ー
ル
畑
〃

（
ハ
ウ
ス
含
む
）

五
月
下
旬

五
月
下
旬

五
月
下
旬

五
月
中
下
旬

五
、
廿
頃
か
ら

，
五
、
二
〇
〃

五
、
二
〇
〃

五
、
一
五
〃

C
　
一
七
度

〃
　
一
五
度

〃
　
一
五
度

〃
一
三
・
五

　
　
～
一
四
度

均
一
に
催
芽
さ
せ
る
。

＠
施
肥
n
元
肥
と
し
て
坪
當
硫

安
五
〇
匁
、
過
石
一
〇
〇
匁
、

塩
加
二
五
匁
位
と
す
る
。

㈲
整
地
床
作
り
”
牛
耕
を
行
い

整
地
し
短
冊
四
尺
四
寸
溝
八
寸

～
一
尺
と
し
床
面
を
坪
牛
に
し

種
籾
の
さ
さ
る
程
度
に
す
る
。

㈲
播
種
油
紙
被
覆
”
播
種
量
坪

當
二
合
と
す
る
。
床
面
堅
い
場

合
播
種
後
又
は
ク
ン
タ
ン
を
撒

布
し
た
後
四
尺
五
寸
程
度
の
丸

太
等
で
種
穏
を
鎭
堅
し
て
か
ら

油
紙
を
か
け
る
。

㊥
除
紙
H
本
葉
二
～
二
、
五
枚

の
時
が
よ
い
。
天
候
に
も
よ
る

が
大
体
播
種
七
～
一
一
日
位
で

あ
る
。
除
紙
直
床
面
に
絶
封
水

を
上
げ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
。
OO

雑
草
除
去
睦
「
ヒ
エ
」
抜
き
を

除
紙
直
後
一
回
七
～
一
〇
日
位

の
後
一
回
行
う
。

㈲
病
虫
害
防
除
暫
セ
レ
サ
ン
石

灰
二
K
B
H
C
三
％
一
・
五
K

を
よ
く
摺
絆
混
合
し
反
当
二
K

撒
布
す
る
。

⑨
邉
肥
鼎
除
紙
七
日
位
の
後
硫

安
坪
富
一
〇
匁
と
田
植
七
日
位

前
坪
当
五
匁
追
肥
す
る
。

種
期
と
共
に
稻
作
の
中
心
と
な

る
も
の
で
苗
ぱ
間
に
あ
つ
た
が

田
植
が
出
來
な
い
よ
う
で
は
失

敗
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
本
田
作
業
は
畜
力
機
械
力

利
用
。
く
れ
か
き
の
慶
止
、
畦

畔
雑
草
刈
取
繰
下
げ
等
に
よ
つ

て
計
書
的
に
適
期
に
田
植
の
出

來
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

苗
代
別
適
期
は
右
表
の
通
り
。

　
こ
の
表
か
ら
見
て
適
期
に
植

　
え
よ
う
と
す
る
に
は
ど
う
し

　
て
て
も
水
苗
代
を
改
良
苗
代

　
に
切
り
換
え
ね
ば
な
ら
ぬ
こ

　
と
が
わ
か
る
。

　
適
期
は
五
日
頃
で
あ
る
が
一

　
般
に
六
月
七
日
頃
以
降
の
田

　
植
が
多
い
現
散
で
あ
る
の
で

　
年
に
適
期
に
近
す
く
計
書
が

　
肝
要
で
あ
る
。
（
以
下
次
号
）

計
書
地
域
面
積
二
十
町
歩
の
中

で
、
移
動
面
積
五
町
一
反
二
畝

で
、
そ
の
率
は
二
五
、
七
％
、

筆
激
に
し
て
三
四
九
筆
、
三

六
、
一
％
と
い
う
予
期
以
上
の

成
果
を
以
つ
て
計
欝
が
完
了
し

た
。

『

　
季
節
便
り

◇
雪
も
残
り
少
く
な
り
周
園
の

山
が
近
く
な
つ
て
見
え
、
山
肌

は
黒
く
木
の
根
の
穴
か
ら
兎
で

も
と
び
出
す
か
を
思
わ
せ
て
い

ま
す
。

◇
雪
も
降
る
と
き
に
降
ら
な
い

精
が
柔
か
く
今
日
で
は
一
夜
の

南
風
で
ガ
サ
ツ
く
と
量
が
減

つ
て
い
き
ま
す
。

◇
肥
引
き
が
始
ま
り
ま
し
、

た
。
眞
黒
に
．
な
つ
て
一
生
懸
命

で
す
。

◇
深
山
行
き
も
二
、
三
日
前
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
、
・
、
ノ
笠
に

横
メ
ン
ツ
を
タ
ス
に
入
れ
、
ソ

リ
引
行
列
が
早
朝
く
、
そ
し
て

夕
刻
み
ら
れ
ま
す
、

◇
桂
、
芋
川
の
三
月
茱
も
青
く

な
り
、
ポ
ツ
く
売
り
出
壱
れ

て
い
ま
す
。

．
働
早
植
の
適
期
n
田
植
期
は
播

桂
、
藤
原
地
区
完
了

　
　
移
動
率
二
五
・
七
％

合分換交地農

　
新
農
村
建
設
計
画
に

基
す
く
土
地
改
良
事
業

と
し
て
行
う
こ
と
に
な

つ
て
い
た
桂
地
匠
の
農

地
交
換
整
備
事
業
の
一

環
で
あ
る
農
地
交
換
分

當
初
か
ら
権
利
者
の
理

合
は
、

解
の
上
に
た
つ
て
当
事
者
の
努

力
と
相
挨
つ
て
順
調
に
進
み
、

こ
の
た
び
全
員
同
意
を
以
つ
て
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蘭
の
愛
玩
五
十
年
（
洪
の
）

　
　
i
裁
培
の
失
敗
十
年
ー

　
　
　
　
　
　
　
本
屋
敷
柳
　
　
直

盆
栽
家
は
十
月
の
末
に
な
れ

ば
霜
の
來
な
い
内
に
雁
木
や
廊

下
に
取
入
れ
て
置
く
の
で
す

が
、
自
分
も
そ
の
例
に
な
ら
つ

て
書
院
の
縁
側
に
入
れ
て
冬
越

す
る
。

　
晴
天
の
日
に
は
雨
戸
を
あ
け

て
日
光
を
あ
て
て
や
る
。
或
年

三
月
頃
に
な
つ
て
日
光
浴
を
さ

せ
た
り
、
灌
水
を
や
る
べ
く
．
雨

戸
を
あ
け
て
よ
く
見
る
と
、
若

一
篠
の
根
元
に
黒
い
斑
点
が
あ
る

⇔

一の
を
見
受
け
た
。
お
か
し
い
と

思
つ
て
．
乎
を
あ
て
る
と
直
ぐ
挨

心
け
て
し
ま
つ
た
。
よ
く
調
べ
て

籟
る
と
葉
鍵
饗
青
い
が
・

㎝履
元
は
皆
黒
色
に
な
つ
て
．
情
れ

モ
い
る
の
纂
が
つ
逐
．

一
額
の
の
錬
露
欝
窺
袋

｝
は
な
い
の
で
楽
し
み
に
し
て
い

芳
．
七
月
蹉
な
つ
た
ら
浩
篠

一
が
芽
を
出
し
た
の
で
ほ
つ
と
し

た
。
其
の
後
よ
く
調
べ
て
見
た

竃
、
寒
中
の
套
さ
で
軟
蓼

浩
篠
だ
け
が
被
害
を
受
け
て
枯

死
し
た
こ
と
が
わ
か
つ
た
。

　
そ
れ
か
ら
は
十
二
月
に
な
れ

で
屋
内
に
入
れ
て
時
折
日
和
の

よ
い
日
に
は
力
め
て
日
光
に
あ

て
る
よ
う
に
し
た
の
で
、
絶
封

春

［
に
傷
め
る
事
ぽ
な
か
つ
た
、

㎜
　
又
八
月
の
或
る
日
、
鉢
の
蘭
㎜

㎝
の
葉
が
皆
赤
黄
色
に
な
つ
て
、
㎜

｝
葉
の
尖
端
が
し
お
れ
、
生
氣
が
㎜

一
な
い
の
で
、
叉
何
か
傷
害
で
も
㎜

あ
る
の
か
と
鉢
を
さ
か
さ
に
し
｝

薔
養
魏
穣
が
ま
…

｝
其
の
原
因
髪
え
て
是
ら
㎜

一
あ
ま
り
強
い
日
光
に
あ
て
、
鉢
一

一
が
か
ん
ノ
＼
に
焼
け
て
根
が
枯
㎜

…
死
し
た
こ
と
が
わ
か
つ
た
。
ほ
｝

一
　
　
　
　
｛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

…
ん
と
に
カ
つ
か
り
し
た
。
　
　
一

㎜
共
の
後
再
三
繭
を
よ
わ
ら
竺

ふ
ら
す
怨
肥
誘
土
嘘
堂

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
せ
ん
と
堆
肥
の
廻
り
の
■
細
か
い
『

一
土
を
以
て
殖
替
を
や
つ
た
た
め
．

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

一
初
め
の
内
は
大
分
成
績
が
よ
い
…

｝
と
思
つ
て
、
　
一
隼
も
経
つ
と
鉢
｝

一
の
炎
面
に
穴
が
幾
つ
か
穴
が
あ
㎝

㎜
る
の
で
、
見
れ
ば
鉢
の
中
に
害
、

．
虫
が
い
る
の
で
は
な
い
か
と
撲

㎜
い
て
見
た
ら
、
案
の
條
み
箋
す

皿
が
三
、
四
匹
も
い
た
。
根
を
喰

㎜
た
の
か
大
憂
に
根
が
破
損
し
て

｝
い
た
し
、
中
は
空
洞
に
な
つ
て

㎜
い
た
。
こ
れ
は
土
に
み
み
す
の

一
卵
が
人
つ
て
あ
つ
た
事
が
わ
か

ぢ
た
。

　
今
度
は
畑
の
肥
土
で
植
え
て

見
た
。
当
初
一
、
二
弔
は
い
つ

も
成
績
が
よ
い
の
で
す
が
、
色

の
故
障
が
起
り
、
又
鉢
の
表
面

に
穴
が
あ
る
の
で
、
細
い
俸
で

堀
つ
て
見
れ
ば
、
今
度
は
「
よ

ど
」
が
一
匹
い
た
。
よ
し
「
よ

ど
」
な
ら
水
に
浸
し
て
や
ろ
う

鉢
全
体
を
水
中
に
入
れ
、
葉
だ

け
出
し
て
一
昼
夜
置
き
、
翌
朝

見
れ
ば
「
よ
ど
」
が
四
、
五
匹

鉢
の
表
面
に
浮
い
て
い
る
。
こ

れ
で
大
丈
夫
と
水
中
よ
り
引
上

げ
て
廊
．
下
の
縁
先
に
置
い
て
、

罰
■
朝
見
れ
ば
又
穴
が
あ
る
。
ま

だ
い
る
の
か
と
今
度
ぱ
農
藥
の

D
D
T
乳
劃
を
薄
め
て
、
績
け

て
二
’
三
回
灌
い
た
の
で
完
全

に
撲
滅
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Q

　
　
〃

ハ

㎝
　
此
の
よ
う
に
轍
回
に
及
ん

㎜
で
、
色
々
の
被
蛋
・
を
受
け
た
の

一
で
、
今
度
は
田
の
泥
土
を
取
つ

㎜
て
天
日
で
乾
か
し
て
粉
に
し

㎜
て
、
そ
れ
に
川
砂
を
三
割
程
度

㎜
ま
ぜ
合
せ
て
置
い
て
、
鉢
の
底

　
一
に
砂
利
を
二
寸
位
の
厚
さ
に
入

｝
れ
、
蘭
を
鉢
の
眞
中
に
直
立
さ

㎜
せ
、
根
の
廻
り
に
用
意
し
て
あ

㎜
る
養
土
を
入
れ
、
ゆ
す
り
な
が

一
ら
根
の
廻
り
に
す
き
聞
の
な
い

　

㎜
よ
う
に
ゆ
す
り
／
￥
土
を
入
れ

『
鉢
の
ふ
ち
よ
り
一
寸
位
上
の
所

蒙
に
す
る
．
終
つ
た
ら
蕎

－
鉢
を
三
分
の
一
の
と
こ
ろ
迄
水

中
に
入
れ
、
五
、
六
時
間
も
置

く
の
で
あ
る
。
鉢
の
表
面
に
迄

　
　
足
の
ひ
つ
は
り
つ
く
ら
”

　
　
　
　
　
　
－
ー
コ
タ
ツ
瞑
想
録
ー

「
隣
の
倉
の
立
っ
の
は
自
分
の
一
「
教
員
の
勤
務
評
定
を
何
故
政

家
の
火
事
よ
り
く
や
し
い
」
と
一
府
が
や
り
た
が
る
か
、
そ
の
わ

’
い
う
こ
と
ば
を
思
い
出
し
た
。

　
ケ
チ
な
根
性
だ
が
日
本
の
山
．

の
中
に
は
、
ま
だ
た
く
ま
し
く
皿

㎜
生
き
て
い
る
生
活
感
情
ら
し

…
い
。

＝
，
人
が
不
幸
に
な
る
と
、
さ
も

一
自
分
が
幸
せ
に
な
つ
た
よ
う
な
㏄

一
嬉
し
さ
を
ヒ
ソ
カ
に
感
じ
は
し

｝
な
い
か
」
腹
の
中
の
こ
ん
な
虫

｝
を
退
治
す
る
ク
ス
リ
が
欲
し
い

ボ
の
蒙
な
・
と
つ
く
づ
く
考

だ
る
・

　

一
　
例
え
ば
、
先
生
方
の
勤
務
評
…

一
定
の
さ
わ
ぎ
だ
。

…
け
は
こ
う
／
・
、
し
か
じ
か
で
、

…
先
生
達
た
ち
が
収
到
す
る
の
も
↑
だ
。
足
許
お
留
守
で
「
ね
た

馳
無
理
は
な
い
」
と
そ
こ
ま
で
批
一
み
、
そ
ね
み
」
と
來
る
。

・
判
し
て
き
て
「
だ
が
…
…
」
と
㎜
人
は
人
、
俺
は
俺
。
と
い
い

…
來
る
。
　
「
だ
が
、
ご
う
ぎ
な
先
一
意
味
で
の
個
人
主
義
的
猫
立
精

‘
生
も
居
る
ぞ
．
勤
務
評
定
も
仕
㎜
紳
を
持
つ
て
、
學
ぶ
べ
き
点
は

『
方
な
い
て
」
と
な
つ
て
、
つ
い
…
學
ぶ
。
自
分
の
仕
事
を
よ
く
眺

に
｝
、
勤
務
評
定
は
し
た
方
が
い
㎜
め
、
工
夫
を
こ
ら
す
。

一
水
氣
が
見
え
た
ら
引
上
げ
て
縁

［・
側
に
置
く
。

｝
㎜
此
の
方
法
に
よ
つ
て
以
後
は

一一

全
く
何
の
故
障
も
な
く
今
ロ
に

．
．
至
つ
た
．

一㎝
次
に
養
土
を
拓
う
に
は
肥
沃

万
老
多
ン
板
撮
く
ひ
ろ

㎜
げ
て
、
夏
の
晴
天
に
二
、
三
日

禰
針
鍵
獲
灘
襲
ポ
灘

｝
及
び
田
の
泥
土
を
よ
く
乾
し
て

㎜
作
る
こ
と
、
ど
ち
ら
で
も
同
じ

㎜
く
成
績
は
良
好
で
し
た
。

｝
こ
う
し
て
漸
く
蘭
の
培
養
に

㎜
自
信
を
得
て
毎
日
楽
し
ん
で
居

　

…
る
よ
う
に
な
つ
た
。

㎜｝
「
隣
り
の
花
は
赤
い
」
し

㎜
門
隣
り
の
凄
飯
」
で
、
と
に
か

…
く
よ
そ
が
よ
く
見
え
て
し
よ
う

｝
が
な
い
．
だ
か
ら
自
分
の
と
こ

｝
ろ
を
よ
く
し
た
ら
よ
さ
そ
う
だ

…
が
、
や
た
ら
に
ヨ
ダ
レ
ぱ
か
り

．
た
ら
し
て
羨
ま
し
が
る
つ
き
り

い
ん
だ
」
と
よ
ろ
め
く
。
全
く
｝
そ
し
て
、
共
同
運
命
体
の
一
員
．
貝
野
小
學
校

．
理
く
つ
も
、
感
情
も
ご
つ
ち
や
…
と
し
て
協
力
で
き
る
だ
け
の
協
一
倉
俣
小
學
校

万
才
で
考
え
る
か
ら
、
爾
方
浮
㎜
力
を
す
る
、
こ
ん
な
粂
持
で
此
｝

…
ば
れ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
の
世
を
生
き
た
ら
、
我
な
が
ら
一

「
隣
り
の
倉
の
立
つ
の
ば
」
式
一
い
い
ジ
サ
と
な
り
バ
サ
と
な
り
一

皿
の
思
考
の
も
う
一
つ
、
　
　
上
「
今
ど
き
の
若
え
者
は
…
」
と
…

読
誉
・
で
蛮
つ
ら
し
て
生

㎝
菱
箋

一
な
ど
と
、
こ
た
つ
の
新
聞
う

つ
ち
や
ら
か
し
て
考
え
る
。
考

え
る
ヒ
マ
て
ば
い
い
も
ん
だ
。

一
と
か
く
ヒ
マ
だ
と
，
茶
飲
バ
ナ

．
シ
に
花
嘆
か
し
て
、
人
を
こ
な

し
た
く
な
る
の
が
ナ
サ
ケ
無

一
い
。
㎜
鬼
は
外
，
編
ぽ
内
、
と
ね
。

り

｛少
し
は
、
お
た
が
い
同
志
よ
く

な
れ
る
事
を
腹
の
中
に
誌
め
た

い
も
ん
だ
。
そ
う
／
＼
い
つ
か

讃
ん
だ
な
。

　
「
文
化
と
は
考
え
る
こ
と
か
ら

始
ま
る
！
」
か
。
こ
た
つ
で
水

ぱ
な
た
ら
し
て
た
つ
て
、
バ
カ

匠
す
る
な
い
。

　
　
卒
業
式
日
程

㎝
田
沢
中
學
校
　
三
月
二
十
日

一
倉
選
欝
午
前
計
時

㎜
只
野
中
學
校
　
同
　
　
右

｝
土
倉
分
校
　
　
三
月
二
十
一
日

一
　
　
　
　
　
午
後
二
時

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬

｝
高
道
山
小
學
校
三
月
ニ
ヨ
四
日

｝
　
　
　
午
前
＋
時

｝
田
澤
小
學
校
　
三
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
　
午
前
＋
時

　
　
　
　
　
　
同
　
　
右

　
　
　
　
　
　
三
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
午
前
九
時
三
十

　
　
　
　
　
　
分

、
角
間
小
出
分
校
三
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
　
午
前
＋
時

昭和33年3月15日とさカ》な第郎号（5）

「
冬
期
分
校
の
姿
」

　
　
　
　
西
方
西
田
尻
冬
期
分
校
桑
療
公
平

　
私
が
始
め
て
こ
の
冬
季
分
校
一
ら
の
ぞ
か
せ
、
ハ
ァ
／
＼
云
い

へ
勤
務
し
た
冬
の
あ
る
日
の
こ
｛
な
が
ら
、
み
ん
な
で
私
を
と
わ

と
だ
つ
た
。
そ
の
H
は
朝
か
ら
㎜
幽
ん
た
。
　
一
年
生
の
男
の
予
な

大
攣
な
雪
降
り
だ
つ
た
．
　
ざ
は
寒
さ
で
へ
乏
も
泣
き
出
し

　
本
校
へ
の
蓮
絡
を
終
え
た
私
｝
そ
う
た
顔
を
し
て
い
た
が
、
そ

は
冬
季
分
校
へ
蹄
る
べ
く
、
澤
皿
れ
で
も
ど
う
し
て
も
一
緒
に
運

山
の
荷
物
を
背
に
雪
道
を
憲
翌
え
に
行
く
と
云
つ
て
つ
い
て
き

で
い
た
。
し
か
し
出
獲
す
る
時
、
た
そ
集
あ
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
・
，
r

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謝

か
ら
懸
念
し
て
い
た
通
り
、

の
行
く
道
が
途
中
か
ら
降
雪
の
一

た
め
に
道
の
形
も
わ
か
ら
な
い
…

位
に
な
つ
て
い
た
。
囚
つ
た
私
一

は
背
か
ら
カ
ン
ジ
キ
を
は
す
し
㎜

ボ
ソ
／
＼
と
こ
ぎ
ぽ
じ
め
た
。
…

　
す
る
と
向
う
の
方
か
ら
誰
か
…

が
一
生
懸
命
に
こ
い
で
來
る
の
…

が
目
に
入
つ
た
。
　
「
だ
れ
だ
ろ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

う
？
」
と
思
い
な
が
ら
、
降
り
…

し
き
る
雪
の
中
を
凝
醍
し
て
い
｝

る
と
一
人
や
二
人
で
は
な
い
。
皿

そ
し
て
そ
れ
が
子
供
達
だ
と
い
…

う
事
が
わ
か
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　

　
そ
の
う
ち
に
向
う
か
ら
…
セ
…

滋
、
纏
灘
、

　
　
め
　
ぽ

西
蚤
鞭
“

　
　
　
伽

　
　
　
鰯

　
　
　
仲

灘
創○伽“…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
感
激
し
た
私
ぽ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
な
い
冬
、
季
分
校
の
子
供
達
の

ン
セ
！
」
と
大
聲
で
呼
ん
で
控
た
め
に
出
来
る
限
り
の
努
力
を

る
の
が
聞
こ
え
て
き
た
。
　
　
…
し
て
み
よ
う
と
心
に
誓
つ
た
の

脚
、
オ
ー
イ
」
と
私
も
大
聾
で
答
だ
つ
た
。

え
な
が
ら
急
に
歩
を
早
め
た
。
「
　
毎
年
々
々
問
題
に
さ
れ
な
が

見
る
と
男
の
子
供
が
五
、
六
人
皿
ら
仲
々
改
」
一
轡
さ
れ
な
い
・
ぐ
李
分

で
迎
え
に
來
て
く
れ
た
の
で
あ
．
校
、
ど
こ
に
原
因
が
あ
る
の
だ

つ
た
。
胸
ま
で
あ
る
雪
を
一
生
ろ
う
か
。
部
落
に
は
非
．
冨
に
熱

懸
命
こ
い
で
き
た
子
供
達
は
、
㎜
心
に
見
守
つ
て
い
て
く
れ
る
人

「
先
生
！
迎
え
に
釆
た
ぜ
！
」
一
も
い
る
。
毎
冬
鴛
う
朗
讃
會
や

と
赤
い
ほ
お
を
ス
ゲ
ボ
ー
シ
か
．
P
T
A
に
は
部
落
の
人
は
、
ほ

子
供
達
の
眞
心
に
す
つ
か
り

　
　
　
　
　
　
こ
の
め
ぐ
ま

と
ん
ど
全
．
戸
か
ら
出
席
し
て
く

れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。
子
供
達

も
一
生
懸
命
勉
強
し
て
い
る
。

　
し
か
し
私
の
維
験
し
た
四
冬
・

の
聞
に
、
こ
の
冬
李
分
校
が
ど

れ
だ
け
改
嵜
さ
れ
た
か
、
と
問

わ
れ
』
ば
返
箏
に
窮
す
。

　
實
際
問
．
題
壇
え
た
の
は
時
計

と
謄
寓
板
位
の
も
の
で
あ
る
。

曾
黒
板
と
机
、
椅
チ
の
教
材
外
に

ら
し
い
教
材
は
全
然
と
い
っ
て

い
い
位
無
い
。
な
に
を
す
る
に

も
本
校
か
ら
借
り
て
こ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
が

、
仲
々
容
易
で
は
な
い
。
時
々
子

供
達
の
探
究
心
に
添
い
か
ね
て
、

苦
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
實
．

情
で
め
る
。
容
易
な
事
で
は
な
…

い
と
思
い
な
が
ら
も
“
も
う
少
㎜

，
し
な
ん
と
か
な
ら
な
い
も
の
だ

．
ろ
う
か
”
。
こ
れ
が
私
達
冬
季
・

』劃

お

分
校
職
員
の
共
通
の
悩
み
で
あ

り
、
願
い
な
の
で
は
な
い
で
し

　
　
ン
ロ

よ
う
力

　
一
日
中
あ
つ
ち
へ
行
き
、
こ

つ
ち
へ
行
き
、
敏
室
の
中
を
廻

つ
て
あ
る
い
て
指
導
し
て
や
り

夜
も
又
、
色
々
と
整
理
に
忙
し

い
。
超
複
式
？
の
授
業
は
河
年

や
つ
て
み
て
も
仲
々
む
す
か
し

い
も
の
だ
と
、
と
き
ど
き
考
え

・
え
る
。
し
か
し
二
÷
八
名
の
子

供
逮
は
今
日
も
4
日
み
ん
な
、
尾

．
氣
で
勉
弼
、
し
た
り
、
人
キ
ー
に

の
つ
た
り
一
生
懸
命
だ
っ
た
。

　
毎
年
冬
に
な
れ
ば
間
題
に
さ

，
れ
な
が
ら
．
春
に
な
れ
ば
浦
え

て
行
く
冬
李
分
校
問
題
、
ヘ
ス
ヰ

も
叉
、
雪
消
え
と
共
に
忘
れ
去

ら
れ
て
し
ま
ろ
の
で
あ
ろ
う

㎜
か
。ー

も
　
摘
ワ

角
間
分
校
三
年
。
山
本

正

．樹

㎜
　
山
の
方
を
み
る
と
、
暮
の
光

㎜
の
中
に
ふ
き
の
と
う
が
田
の
あ
…

㎝
ザ
．
に
三
つ
四
つ
で
て
い
た
。
こ

…
ご
な
つ
て
手
を
だ
そ
う
と
す
る

『
と
、
ぶ
馨
ん
と
つ
よ
い
に
お
い
．

㎜
が
は
な
を
つ
き
ま
し
た
。

｝
　
そ
れ
を
と
つ
て
ポ
ケ
ツ
ト
に

㎜
い
れ
ま
し
た
、
ボ
ケ
ツ
ト
の
中
皿

　

㎜
は
ふ
あ
ー
ん
と
し
て
、
春
を
っ

ぢ
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

㎜
　
や
が
て
顧
爾
は
は
ら
が
す
い

㎜
た
の
か
な
い
て
こ
ま
る
の
で

［
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≧

う
ち
に
か
え
つ
て
、
お
カ
あ
さ

皿
ん
か
ら
み
る
く
を
こ
し
ら
つ
て

…
も
ら
つ
て
の
ま
せ
る
と
、
よ
っ

…
ぼ
と
は
ら
が
へ
つ
た
の
か
す
ぐ

㎜
の
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

一
　
ま
た
お
ぶ
つ
て
そ
と
に
で
ま

た
が
こ
ど
も
だ
か
ら
し
か
た
が

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
う
ち
に
く

㎜
ら
く
な
つ
て
き
、
急
に
冬
ら
し

い
寒
さ
が
夜
と
い
つ
し
よ
に
や

つ
て
き
た
の
で
。
風
に
お
わ
れ

る
よ
う
に
し
て
み
ん
な
で
家
へ

、
入
り
ま
し
た
。

｝
春
分
の
日

ハ

一
　
三
月
二
十
一
日
は
春
分
の
日

一
悶
民
の
祭
日
で
農
事
は
じ
め
の

｝
お
祭
り
を
し
た
り
、
寺
や
お
墓

｝
に
壽
滲
り
す
る
な
ら
わ
し
は
奈

一
国
的
に
あ
る
。

｝
　
と
こ
ろ
が
そ
璽
、
春
分
」
の
い

｝
わ
れ
は
、
南
牛
球
を
眞
上
か
ら

．
照
ら
し
て
い
た
大
陽
が
、
地
球

簾
嘉
総
講
鶴
励
総
旅
麟
瓢
甥
騨

1
く
馨
た
の
で
ぎ
う
芒
じ
謎
と
務
長
さ
蒲
芝
な

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
る
。

秀
奮
田
お
て
、
そ
う
つ
癬
読
霧
隼
分
よ
隷

一
下
に
お
ろ
す
と
す
ぐ
お
き
て
し
一
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
・

一
　
　
　
て
5
　
　
　
　
　
　
一
分
の
「
分
」
も
こ
こ
カ
ら
き
て
レ

齢・

ま
い
ま
し
表
　
ま
た
お
ぶ
つ
て

皿
こ
ん
ど
は
妹
の
か
つ
え
と
、
り

｝
え
子
と
で
か
く
れ
ん
ぼ
を
す
る

ハ

．
こ
と
に
し
ま
し
た
。

｝
　
ぼ
く
が
い
ち
げ
ん
は
じ
め
に

㎜
る
の
だ
と
い
う
。

　
ぼ
く
は
墨
校
か
ら
諦
つ
て
、
・
ま
し
た
。
が
け
の
と
こ
ろ
で
ご
…

忌
ん
を
た
べ
て
、
ス
キ
ゐ
≧
く
と
音
薙
て
な
が
至
芝
髪
茎
し
た
。
い
く
ら
　

り
に
い
こ
う
と
し
た
ら
お
か
あ
る
き
よ
つ
川
を
見
て
い
た
ら
、
一
さ
が
し
て
も
見
つ
か
ら
な
い
の

さ
ん
が
「
こ
も
り
を
し
て
く
れ
冬
だ
と
い
う
の
に
つ
ば
き
が
あ
㎜
で
よ
び
ま
し
た
。
・
も
う
い
つ
か
皿

や
れ
」
と
い
つ
た
の
で
小
さ
い
か
く
な
つ
て
い
た
。
か
わ
い
い
皿
い
じ
や
ん
け
ん
を
し
た
ら
。
か

す
け
じ
を
お
ぶ
つ
て
外
に
で
ま
花
の
つ
ぼ
み
で
し
た
。
　
　
　
｛
つ
え
が
齢
に
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
　
　
　
　
噂
》
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
》

し
た
。
外
は
日
が
て
つ
て
い
て

と
つ
て
も
あ
つ
た
か
か
つ
た
。

　
や
ぶ
に
は
い
つ
て
も
ど
ぶ
ら

な
い
の
で
と
お
く
の
方
に
き

　
そ
れ
を
お
つ
て
鮪
爾
に
や
つ
…

た
ら
顧
爾
は
よ
ろ
こ
ん
で
ふ
つ
一

た
り
、
わ
ら
つ
た
り
し
て
い
ま
㎜

『
し
た
。

　
ぼ
く
カ
と
て
も
み
う
カ
ら
な
．

い
と
こ
ろ
に
い
た
の
に
顧
爾
が
皿

聲
を
だ
し
、
す
ぐ
み
つ
か
つ
て
．

し
ま
い
ま
し
た
。
く
や
し
か
つ

　
　
◇

◇
目
詩
い
◇◇

一
俺
は
考
え
る
人
聞
に
な
り
た
い

　
考
え
な
い
な
い
人
間
の
生
活

一
は
毎
日
生
き
て
い
て
も
意
味
な

い
と
思
う

　
　
ー
－
｛
1
・
　
●
　

ー
1

己
は
人
の
い
や
が
る
仕
事
を

　
喜
こ
ん
で
す
る
よ
う
に

㎜
心
が
け
る
人
間
に
な
り
た
い

冷
十
日
町
青
年
學
級
「
、
炎
」
よ
り
い
、
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三

　
三
太
は
父
の
死
ん
だ
盈
日
強

い
て
鼻
唄
を
唄
い
な
が
ら
下
駄

箱
の
整
理
を
し
て
い
た
。
家
の

中
は
親
類
の
人
で
一
杯
で
あ

る
。
夕
邊
一
晩
泣
き
明
し
た
目

を
人
に
児
せ
ま
い
と
し
て
大
勢

の
人
を
さ
け
て
玄
關
へ
逃
げ
て

い
る
の
だ
。
逃
げ
る
と
い
う
よ

り
は
、
っ
い
昨
日
ま
で
あ
ん
な

に
元
気
で
朗
ら
か
だ
つ
た
父
が

今
朝
ば
眞
白
な
布
で
雀
か
れ
た

棺
の
中
に
入
つ
て
い
る
姿
を
見

せ
つ
け
ら
れ
、
と
り
ま
く
人
々

の
た
く
香
の
紫
の
煙
を
じ
つ
と

見
て
い
る
こ
と
は
、
わ
す
か
十

八
の
彼
に
と
つ
て
ぽ
あ
ま
り
に

も
痛
傷
が
人
き
す
ぎ
る
の
だ
。

泣
い
た
つ
て
仕
方
が
な
い
、
黙

つ
て
い
れ
ば
自
然
に
想
い
ば
現

實
を
否
定
し
よ
う
と
あ
せ
り
な

が
ら
も
、
結
局
こ
れ
が
自
分
の

現
賞
な
の
だ
と
知
ら
さ
れ
て
泊

が
押
え
切
れ
な
い
租
落
ち
て
く

嫡

る
。
し
か
し
そ
の
旧
を
誰
に
も

見
ら
れ
た
く
な
か
つ
た
。
そ
れ

ぽ
人
間
の
意
地
と
、
幼
い
時
か

ら
見
せ
つ
け
ら
れ
て
き
て
い
る

人
間
の
弱
み
に
つ
け
込
む
入
の

世
の
哀
し
さ
を
．
お
ぼ
ろ
げ
な

が
ら
感
じ
て
い
た
心
が
そ
う
さ

せ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
秋
の
農
繁
期
の
終
つ
た
ば
か

ほ髭太
）　　　　　ニ

　　　　リ、　　　　　　　　　，

　　ヤぜん　　　の

1縄i日
、沢　1
　　　　＝

i達1記
雄

㎜
り
の
、
ち
ら
か
し
放
題
の
履
物

6
整
理
が
漸
く
終
ろ
う
と
し
て

　

｝
い
る
時
、
母
が
台
所
で
仕
事
を

一
し
な
が
ら
三
太
の
唄
聾
を
聞
き

　

一
つ
け
て
と
ん
で
來
た
。

一
コ
ニ
！
今
日
あ
た
り
歌
を
唄
う

、
な
ん
て
、
な
ん
て
こ
つ
た
。
入

｝
前
も
あ
る
か
ら
そ
ん
な
大
胆
な

蔽
騰
榊
鍵
鎌
訂
霜
ど

一
島
い
て
…
響
か
ら
需

藪
れ
か
ら
筆
の
氣
髪
つ

　
　
　
　
　
O

て
く
れ
…
…
　
」

と
、
た
し
な
め
た
。

　
「
そ
ん
な
こ
と
わ
か
つ
て
ら

い
」と
、
つ
い
反
換
し
た
く
な
る
。

一
　
ー
お
母
だ
つ
て
泣
い
て
い

一
　
　
　
　
　
、
、

一
た
じ
や
な
い
力
　
俺
だ
つ
て
同

ひ

…
じ
こ
つ
た
い
1

一
と
、
臆
病
な
予
供
が
夜
の
林
を

一
通
る
時
・
握
り
こ
ぶ
し
を
振
り

垣．

し
な
が
ら
大
盤
で
歌
を
唄
う

…
の
と
同
じ
心
理
だ
。
誰
に
理
解

一
さ
れ
な
く
と
も
よ
い
。
現
在
の

　
鷺
扮
硫
苑
肋
勧
似
け
静
鍛
篭
昂

一
思
い
な
が
ら
も
や
つ
ぱ
り
一
慮

㎝
残
さ
れ
た
一
家
の
主
と
し
て
、

親
戚
に
挨
拶
し
た
り
、
お
寺
様

の
懸
待
に
出
た
り
、
今
後
の
方

針
に
つ
い
て
相
談
し
た
り
し
て

ご
つ
た
返
す
よ
う
な
葬
儀
も
よ

う
や
く
終
つ
た
。
と
な
り
の
叔

母
さ
ん
達
が
「
，
あ
ん
な
に
や
さ

し
く
て
人
の
爲
に
よ
く
尽
し
て

來
た
人
が
、
何
故
早
く
逝
か
ね

ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
」
と
、

過
し
日
の
後
々
を
激
々
語
り
な

が
ら
泪
を
を
こ
ぼ
し
に
来
る
日

が
敷
日
続
い
た
。

　
三
太
は
人
に
い
た
わ
ら
れ
た

り
、
な
ぐ
さ
め
ら
れ
た
り
す
れ

ば
す
る
程
愈
々
人
に
弱
味
を
見

せ
ま
い
と
し
て
、
小
さ
い
胸
に

悲
し
み
を
深
く
お
し
か
く
し
て

お
く
の
だ
つ
た
．

　
た
つ
た
一
度
だ
け
、
た
ま
ら

な
く
な
り
泣
き
伏
し
た
こ
と
が

あ
る
。
埋
葬
を
終
り
、
大
勢
の

焼
香
が
終
つ
て
飾
つ
て
い
つ
た

後
、
た
つ
た
一
入
杉
の
木
の
陰

か
ら
眞
新
し
い
墓
の
前
へ
と
び

出
し
て
、
色
の
あ
せ
た
す
す
き

の
花
を
前
後
に
感
じ
な
が
ら
大

聾
で
泣
い
た
。

　
そ
の
口
ま
で
満
ち
兄
り
た
と

は
い
い
な
い
ま
で
も
、
と
に
か

く
父
母
の
愛
情
の
あ
り
が
た
さ

も
、
生
活
の
手
段
も
何
も
か
も

忘
れ
て
い
ら
れ
た
程
の
幸
福
な

毎
日
で
あ
つ
た
の
に
、
突
然
明

日
か
ら
こ
の
小
さ
い
腕
と
、
わ

菰
ば
か
り
の
田
圃
に
頼
つ
て

病
弱
な
母
と
学
校
へ
通
つ
て
い

る
三
人
の
弟
妹
と
を
．
抱
え
て
生

き
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
．
　
一

休
ど
う
や
れ
ば
い
い
の
だ
ろ

う
。
神
ぱ
よ
い
人
間
の
必
す
し

も
味
方
で
な
い
こ
と
を
感
じ

た
。
そ
ん
な
ら
そ
れ
で
よ
い
、

一
寸
だ
め
し
、
五
分
だ
め
し
、

よ
く
く
俺
が
ヘ
コ
タ
レ
ル
ま

で
悲
運
の
榊
に
立
ち
向
つ
て
や

ろ
う
。
ど
ん
な
嵐
に
な
つ
て
も

よ
し
ん
ば
踏
ま
れ
て
も
蹴
ら
れ

て
も
若
芽
は
必
歩
盛
り
返
す
力

を
持
つ
て
い
る
よ
う
に
。
そ
う

だ
俺
ば
若
芽
な
ん
だ
、
西
も
束

も
わ
か
ら
な
い
反
面
、
世
間
に

不
足
が
ち
な
純
心
と
い
う
美
し

さ
を
持
つ
て
い
る
筈
だ
。
弱
い

葦
も
立
ち
直
る
こ
と
を
忘
れ
て

ぱ
な
ら
な
い
。

　
そ
う
考
え
て
よ
う
や
く
家
へ

露
り
か
け
た
時
ぱ
、
既
に
と
つ

ぶ
り
と
日
ば
暮
れ
て
い
た
。

　
ど
ん
底
に
あ
る
者
の
喜
び
、

そ
れ
ぱ
上
に
登
る
可
能
性
が
他

の
誰
よ
り
も
多
い
と
い
う
こ
と

だ
つ
た
。
長
い
將
来
に
と
つ
て

ぱ
今
の
試
練
が
必
す
し
も
不
幸

で
な
い
こ
と
に
一
種
の
喜
び
と

ほ
こ
り
を
持
つ
て
取
り
組
み
は

じ
め
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
か
ら
三
年
、
よ
う
や
く

曲
り
な
り
に
も
人
並
に
生
活
で

き
る
よ
う
に
な
つ
た
。
そ
し
て

そ
の
生
活
を
維
持
す
る
爲
に
毎

日
を
一
時
の
ゆ
る
み
な
く
仙
き

績
け
て
い
る
。

　
一
年
中
家
族
四
人
で
伽
き
通

し
て
、
十
俵
の
米
と
十
貫
の
繭

り
の
金
で
文
化
生
活
な
る
も
の

を
追
つ
か
け
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら

な
い
。

　
三
太
ぱ
氣
が
小
さ
い
、
滞
納

を
恐
れ
て
今
日
も
明
日
も
明
後

日
も
吹
雪
を
つ
い
て
日
傭
に
出

か
け
て
ゆ
く
．

　
1
泣
く
よ
り
歌
う
方
が
好

き
だ
1

　
朝
の
出
掛
に
夕
邊
の
肺
路
に

大
聾
で
歌
を
唄
い
な
が
ら
…
。

礒
蹴
瓠
継
響
遭
一

藤

　i鱒

　1ちi

一

　　、二

　　の
　　歌

　　は

　　今

　　は

　　逝
　　き

　　川
　　レじしロさ

ひy而
　　耀

　　子

　　に
さ送
　　る

吹
．
雪
の
夜

悲
し
く
も
悶
え
る
風

ヒ
ヨ
ウ
　
ヒ
ユ
ウ
ヒ
ヨ
ウ

と
ら
え
る
こ
と
の
出
來
な
い
．

明
日
へ
の
不
安
、
　
　
　
　
㎜

ぬ
ぐ
う
こ
と
の
出
來
な
い

昨
日
へ
の
悔
恨
。
　
　
　
　
㌧

お

ど
う
に
も
出
來
な
い

一
瞬
の
静
寂
に
た
え
か
ね

全
身
を
か
け
て
働
こ
く
す
る

い
の
ち
の
倫
理
。

不
安
と

悔
恨
の
た
む
け
で
は
な
い
が

ど
こ
に
で
も
こ
ろ
が
る
安
易

な
安
協

そ
し
て

白
い
祭
壇
。

ぱ
し
な
く
も

若
い
娘
の
訓
と
い
う
が

四
十
の
母
の

黄
色
な
肉
塊
に

な
お
く
　
そ
し
て
な
お
く

い
の
ち

そ
の
い
の
ち
を
か
け
た

働
こ
く
が
幾
度
あ
つ
た
と
い

う
の
か
。

四
十
の
無
爲
の
歳
月
の
積
戴

に
　
お
つ
に
す
ま
し
込
ん
で

物
知
り
振
つ
て
い
る
瞳
．
に

い
や
し
く
輝
く

好
氣
と

怠
惰
と

慣
脅
。

も
う
い
や
だ
。

思
い
き
り
　
ビ
ア
ノ
の
鍵
を

た
た
く
。

そ
の
不
協
音
の
中
に

若
い
い
の
ち
の

新
し
き
倫
理
が

と
も
す
れ
ば

吹
雪
の
夜
の
風
に

は
し
な
く
も
逝
く
。

　
反
歌

大
磯
の
海
ぱ
荒
く
静
か
だ
つ

た
。
だ
が
ど
う
し
た
と
言
う
の
か

冬
の
日
の
突
堤
に
風
を
さ
け

日
ざ
し
に
ぬ
く
も
り
な
が
ら

セ
ー
タ
ー
を
編
む

女
の
類
ぱ
暖
く
い
き
づ
い
て

い
た
。
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青
年
会
は
組
織
面
を
考
え
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
　
　
　
μ

　
昨
年
青
年
会
は
組
織
再
編
成

し
、
グ
ル
ー
．
フ
活
動
を
車
点
的

に
や
る
と
の
關
谷
会
長
の
構
想

の
下
に
運
動
を
開
始
し
た
。

　
私
も
そ
の
意
見
に
双
手
を
あ

げ
て
賛
意
を
表
し
た
一
人
で
あ

る
。
私
は
從
來
か
ら
青
年
會
活

動
の
理
想
的
歌
態
は
グ
ル
ー
プ

活
動
で
あ
る
と
説
い
て
來
た
。

　
そ
の
理
由
は
青
年
は
そ
の
欲

す
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
各
自
そ

の
個
性
を
助
長
し
、
技
術
を
屠

く
こ
と
が
か
ん
よ
う
で
あ
り
、

健
全
な
潜
々
し
い
農
村
文
化
を
一

育
て
る
も
の
は
自
由
な
青
年
の
、

楽
し
い
集
り
で
あ
り
、
催
し
で
…

あ
り
、
研
修
で
あ
る
と
信
じ
て
｝

い
た
か
ら
で
あ
る
．

　
青
年
會
は
村
の
御
用
機
關
で

あ
つ
て
ば
な
ら
す
、
利
用
さ
れ
一

團
体
の
汚
名
を
返
上
し
な
け
れ

㎝ば
な
ら
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

る
。
關
谷
會
長
の
理
想
は
そ
の

点
に
あ
っ
た
の
だ
と
解
糧
し
た

い
。
　
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
そ
の

後
の
運
動
の
現
實
の
動
向
ぱ
決

し
て
は
か
ば
か
し
い
も
の
で
ぱ
・

な
か
つ
た
。
む
し
ろ
停
滞
の
そ

し
り
を
免
れ
な
か
つ
た
。

　
そ
の
盲
点
は
ど
こ
に
あ
つ
た
｝

か
。
私
は
か
つ
て
小
柳
前
会
長

と
共
に
、
活
動
の
内
部
に
あ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武

た
者
の
一
人
と
し
て
ρ
こ
の
こ

と
が
深
く
感
ぜ
ら
れ
て
な
ら
な

い
。
　
即
ち
農
村
青
年
の
特
徴
に
つ

い
て
、
最
も
悲
観
的
認
識
の
立

場
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。

　
日
く
彼
等
に
愛
國
心
又
は
愛

　
村
心
が
あ
る
か
。
否

　
日
く
彼
等
に
人
生
目
的
あ
る

　
か
。
否

　
口
く
彼
等
に
改
新
意
欲
あ
る

　
か
。
否

　
曰
く
彼
等
に
不
言
實
行
の
誠

　
實
さ
が
あ
る
か
。
否

　
曰
く
彼
等
に
協
力
精
神
あ
る

　
か
。
否

一
唯
目
先
の
利
害
に
汲
々
と
し
て

何
の
爲
す
と
こ
ろ
を
知
ら
な

い
。
そ
の
日
六
の
亨
楽
に
の
み

一
う
つ
」
を
抜
か
し
て
事
足
れ
り

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
歌
態
で
何
が
で
き
る
と

い
う
の
か
。
こ
の
現
實
の
認
識

・
を
誤
る
時
、
如
何
な
る
理
想
を

持
っ
た
指
導
者
と
い
え
ど
も
、

・
運
動
の
成
功
に
導
く
こ
と
が
で

㎜
き
な
い
。
最
も
車
要
で
あ
る
べ

．
ぎ
幹
部
の
中
で
、
逃
げ
足
の
者

が
あ
る
と
き
く
に
。
至
っ
て
は
も

．
は
や
言
葉
が
出
な
い
．

　
井
ノ
川
福
一
霜
は
本
紙
前
号

で
さ
す
が
に
彼
ら
し
い
態
度
で

一
基
本
的
段
階
を
示
し
て
お
ら
れ

｛
た
よ
う
で
あ
る
。

　
理
想
も
な
い
情
熱
も
な
い
者

を
如
何
に
し
て
り
ー
ド
す
る
か

至
難
な
問
題
で
あ
ろ
う
．

　
私
も
一
つ
の
方
法
を
提
示
し

諸
君
の
訴
え
る
。
即
ち
組
織
的

共
同
協
力
的
福
祉
活
動
、
こ
れ

で
あ
る
。
そ
れ
で
は
組
織
的
共

同
協
力
的
福
祉
活
動
に
如
何
な

る
も
の
が
あ
る
が
．
そ
の
一
つ

と
し
て
環
境
衛
生
活
動
が
考
え

う
ら
れ
る
で
あ
ろ
。

　
衛
生
組
合
が
結
成
さ
れ
て
よ

り
二
年
、
少
く
と
も
青
年
は
熱

心
に
こ
れ
と
取
組
ん
で
来
た
。

序
々
に
で
は
あ
る
が
そ
れ
は
見

え
な
い
力
と
な
つ
て
、
青
年
會

の
活
動
に
貢
献
し
、
村
民
の
生

活
の
中
に
根
を
む
ろ
し
つ
』
あ

る
。
こ
の
こ
と
が
偉
大
な
事
實

で
な
く
て
何
ん
で
あ
ろ
う
。

　
青
年
の
特
徴
が
理
想
を
抱
く

事
で
あ
り
’
、
情
熱
を
も
つ
て
實

践
す
る
こ
と
で
あ
る
と
す
れ
ば

ま
さ
し
く
青
年
会
の
使
命
は
邊

れ
た
農
村
の
獲
展
に
積
極
的
に

貢
献
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
グ
ル
ー
プ
活
動
は
極
め
て
重

要
な
こ
と
で
あ
る
が
そ
の
一
反

面
、
強
力
な
組
織
力
に
よ
る
團

体
の
力
を
我
々
は
見
の
が
し
て

て
は
な
ら
な
い
。
實
生
活
に
於

い
て
組
織
的
行
動
の
必
要
性
、

重
要
性
は
充
分
に
認
識
さ
れ
る

．
べ
き
で
あ
る
。

　
現
在
の
青
年
會
に
そ
の
訓
練

が
欠
け
て
い
る
。
そ
の
熱
意
も

、
薄
い
．
前
述
の
如
き
青
年
の
集

合
の
團
体
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
㎝
君
に
こ
の
こ
と
を
訴
え
る
機
會

組
織
的
行
動
の
意
義
は
重
要
性
｝
を
得
て
光
栄
こ
の
上
な
い
．
よ

を
お
び
て
來
る
の
で
あ
る
。
　
㎜
ろ
し
く
御
批
判
を
こ
う
。

　
私
は
自
分
自
身
を
含
め
、
諸
｛

5茂之君おめでと

爲眞左から四人目が茂之君

　
く
ち
び
る
に
歌
を
も
て
、
心
『
之
君
で
ぱ
あ
つ
た
が
、
そ
の
勉

掩
太
陽
を
も
て
！
、
茂
之
君
｝
強
振
り
、
そ
の
行
動
共
に
全
校

の
口
か
ら
は
今
、
静
か
に
国
語
…
見
童
の
模
範
で
あ
つ
た
。

教
科
書
の
最
後
の
一
行
が
流
れ
　
　
議
長
、
委
員
長
、
部
長
と
與

出
し
て
い
る
。
・
最
後
の
総
仕
上
え
ら
れ
る
、
璽
責
の
総
て
を
手
ぎ

げ
な
の
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
わ
よ
く
片
づ
け
て
い
つ
た
茂
之

　
鈴
木
茂
之
君
は
、
倉
俣
小
學
君
。

校
の
六
年
生
、
小
児
麻
痺
と
り
「
お
＼
し
よ
つ
ば
い
」
と
日

う
不
運
な
蓮
命
を
背
負
つ
た
茂
｝
本
海
の
荒
波
を
古
で
味
わ
つ
た

よ
ろ
こ
び
の
修
學
旅
行
、
そ
ん

な
思
い
出
の
中
に
、
い
つ
も
、

茂
之
君
に
封
す
る
ク
ラ
ス
の
友

達
の
友
情
が
あ
つ
た
．
　
「
茂
之

君
に
や
る
ん
だ
」
と
浜
の
砂
や

海
草
を
ナ
イ
ロ
ン
袋
に
つ
め
る

子
供
達
の
中
で
、
茂
之
君
は
明

か
る
く
素
直
に
伸
ぴ
て
い
つ

た
。
　
た
し
か
に
、
茂
之
君
の
成
長

に
は
、
ク
ラ
ス
の
友
情
が
大
き

な
力
と
な
つ
て
い
た
が
、
そ
の

裏
に
は
、
む
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
の
並
女
な
ら
ぬ
苦
心
が
あ
つ

た
．
　
雨
の
日
も
風
の
日
も
、
熱
心

に
足
の
不
自
由
な
我
が
子
を
逸

り
迎
え
さ
れ
る
．
爾
親
の
愛
に
包

ま
れ
て
、
茂
之
君
は
一
度
も
學

校
を
い
や
が
つ
た
こ
と
は
な
か

つ
た
。

　
教
育
に
熱
心
な
父
兄
は
多
い

教
育
に
關
心
を
持
つ
た
父
兄
も

多
い
。
し
か
し
、
茂
之
君
の
両

親
ぱ
特
に
致
育
に
熱
心
で
あ
つ

た
。
子
供
は
、
家
庭
と
學
校
と

の
、
た
ゆ
ま
ぬ
協
力
に
よ
つ
て

の
み
立
派
に
成
長
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
茂
之
君
は
見
事
に

立
証
し
て
く
れ
た
。

「
僕
は
大
人
に
な
つ
た
ら
、
宇

宙
を
征
服
し
て
、
宇
宙
日
本
國

を
っ
く
る
。
そ
れ
が
だ
め
な
ら

衆
議
院
議
鎮
に
な
る
」
と
優
等

賞
を
片
手
に
卒
業
す
る
茂
之
君

の
腕
は
、
大
き
な
希
望
に
心
ふ

一
く
ら
ん
で
い
る
。

一


